
とくしま農林水産業イノベーションＨＵＢ

• 徳島県の農林水産業・関連産業の振興と地域活性化に向けて、
「革新的な技術開発」や「新たなビジネスモデル構築」などを目指す。

目的

• 本県農林水産業は、「労働力不足」、「生産資材の高騰」、「常態化する異常気象」などの
影響により、生産者の経営環境は厳しさを増している。

• 一方、進展著しいデジタル技術や、高まるインバウンド需要に対応したビジネス展開など、
他産業の新技術やノウハウを活用した成功事例が生まれている。

• 産学官の幅広い連携による生産から販売に至るまでの一貫した課題解決策を加速し、
イノベーションを創出する「新次元の枠組み」が必要。

とくしま農林水産業イノベーションHUB

背景



ＨＵＢの構成・特徴

特徴 • 高等教育機関、農商工団体・企業など、異分野・異業種を含む多様なメンバーが参画
• 機動的に活動し、農林水産分野のイノベーションを加速
• 数年間で「現場実装」までを可能とする「スピード感」を最優先

構成



コアメンバー会議
役割コアメンバー分類

・高度な専門性を活かした
基礎研究・技術開発等

・徳島大学 ・鳴門教育大学
・四国大学 ・徳島文理大学
・阿南工業高等専門学校 ・神山まるごと高等専門学校
・徳島工業短期大学 ・徳島県立農業大学校

高等
教育機関

・現場ニーズの収集
・現場実証のコーディネート等

・全国農業協同組合連合会徳島県本部
・徳島県農業法人協会 ・徳島県畜産協会
・徳島県木材協同組合連合会 ・徳島県漁業協同組合連合会

関連団体
（農・林・水）

・企業の技術情報の提供
・一次産業への技術転用
・市場ニーズのフィードバック
・成果品の販路拡大等

・公益財団法人とくしま産業振興機構
・公益社団法人徳島県産業国際化支援機構

関連団体
（商・工）

・マッチング支援
・外部資金獲得等サポート
・施設・機器類の貸出し等

・徳島県立農林水産総合技術支援センター
・徳島県立工業技術センター

徳島県
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ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを加速
早期ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟを支援

成果の実装・普及
県を挙げて後押し

HUBﾒﾝﾊﾞｰ間の
ｼｰｽﾞ/ﾆｰｽﾞをﾏｯﾁﾝｸﾞ

研究

事業化

★儲かる・持続可能な
農林水産業を実現！

★食料自給力を向上！
★徳島の魅力を発信！

【②製品開発・事業化支援】

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑの成果創出や、
成果の社会実装に向けた
取組を一貫支援

・県の研究施設・機器類の
活用等を推進

【③出口戦略支援】

・国内外での新商品ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ・
販路開拓を促進

・新商品を県のふるさと納税
返礼品に登録・ＰＲ

・新開発した機械・ｼｽﾃﾑ等の
導入を補助し、普及促進

【①ＨＵＢ構築・運営】

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ企画、ﾁｰﾑ編成
・外部資金の申請を支援

開発

産業化

県の主な支援策



プロジェクト

未利用資源の活用による菌床
きのこ生産体制の構築

（徳島大学）

アグリスマート
流通コンソーシアム

～農家が作ることに集中できる仕組み～

（株式会社ザップクラップ）

農家の労働力不足を解決する
ビジネスモデル構築

（ダイアログ・ハブ神山合同会社）

県産農産物を有効活用したイ
ンバウンド向け等加工品開発

（徳島農大そらそうじゃ）

水耕大豆プロジェクト
〜水耕栽培大豆のシステム開発〜

（徳島文理大学）

漁海況予測システムの開発

（徳島県農林水産総合技術支援センター）

中山間地域における肉用鶏の
スマート飼養管理技術の開発

（徳島県農林水産総合技術支援センター）



スケジュール

１～３月10～12月７～９月４～６月

プロジェクト
チーム

コアメンバー
会議

▲
７ＰＪ開始

▲
中間報告

▲
年次報告

■
第2弾以降
ＰＪ検討

▲

第2弾以降
ＰＪ 順次開始

※各ＰＪ期間は１～３年間

■
・中間評価
・次期ＰＪ検討

■
・年次評価
・次期ＰＪ内定

■
・情報収集


